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を前にして境谷さんは、 「県代表として恥ずかしくない米を作るように春から丹精をこめ育て

てきました。そして、ようやく収穫までこぎつけました。最後まで気を抜かず良い米を献上し

たい」と思いを語ってくれました。 
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皇
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の
新
嘗
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に
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す
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献
穀
米
の
御
収
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が
九
月
十
九
日

市
内

一
野
坪
の
農
業
境
谷
博
顕
さ
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5
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の
献
穀
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育
成
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、
神
官
が
祝
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を
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し
た
後
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白
装
束
に
編
み
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、
赤

い
た
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き
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の
三
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の
御
刈
女
（
み
か
り
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）
や
成
田
市
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が

稲
を
一
束
ず
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丁
寧
に
刈
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。
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九
月
十
八
日
、
 「
第
7
回
祝
・
岩

木
川
の
日
」
 
が岩
木
川
河
川
敷
で
行

わ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
集
ま
り
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

岩
木
川
と
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

会
五
所
川
原
支
部
が
大
正
十
年
九
月

十
五
日
に
岩
木
川
改
修
工
事
起
工
式

が
同
所
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
先

人
の
労
苦
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
毎
 

年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
中
止
し
た

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
特
設

の
池
で
行
わ
れ
た
じ
ゃ
つ
こ
つ
か
み

大
会
で
は
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
放

流
し
た
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
っ
た
り
、
ず

ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
つ
か
み
ど
り

を
し
て
い
る
子
も
見
う
け
ら
れ
ま
し

た
。
 

交
通
事
故
撲
滅
を
訴
え
て
八
月
中

旬
東
京
都
を
出
発
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
は
、
九
月
十
二
日
、
青
森
市
で
の

出
発
式
を
終
え
、
五
所
川
原
市
「
立
 

侯
武
多
の
館
」
に
到
着
し
ま
し
た
。
 

島
歪
賢

命

蕊
撃
・
 

お
さ
な
い
こ
う
す
け
く
ん

（
右）
や
す
た

か
な
ち
ゃ
ん

（
左）
（
五
所川
原
幼
稚
園
）
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
、
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
児
が
沿
道

で
出
迎
え
ま
し
た
。
歓
迎
式
で
は
、
 

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
旗
の
引
き
継
ぎ
、
内

閣
官
房
長
官
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
な

ど
を
行
い
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
 

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
今
後
も

活
動
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
 

合
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
女
性
コ
l
フ
ス
、
金
木

童
謡
を
歌
う
会
、
五
所
川
原
幼
稚
園
、
 

金
木
幼
稚
園
児
の
合
唱
で
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
最
終
目
的
地
の
中
泊
町
、
 

鶴
田
町
（
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
 

願
い
ほ
交
通
事
故
ゼ
回
 

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン隊
歓
迎
式
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敬
老
の
日
を
前
に
市
浦
地
区
で
九
月
 
金
木
地
区
 

小
学
生
に
よ
る
、
お
じ

十
四
日
、
金
木
地
区
で
十
六
日
、
五
所
 
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
向
け

川
原
地
区
で
十
七
日
に
老
人
福
祉
大
会
 
た

作
文
発
表
、
津
軽
三
味
線
演
奏
、
 

が
開
催
さ
れ
、
米
寿
や
満
百
歳
の
長
寿
 
嘉

瀬
奴
踊
り
、
荒
馬
踊
り
な
ど
に
目

者
が
表
彰
を
受
け
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
 

を
細
め
て
い
ま
し
た
。
 

当
市
の
最
高
齢
者
は
女
性
が
青
山
 

五
所
川
原
地
区
 
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

サ
ョ
さ
ん
（m
歳
・
沖
飯
詰
）
、
男
性
 
に
は

五
所
川
原
幼
稚
園
に
よ
る
鼓
笛

が
山
谷
善
吉
さ
ん
（9
8歳
・
金
山
）
です
。
 
隊
。
園
児
の
可
愛
い
ら
し

い
姿
に
笑

市
浦
地
区
 
介
護
を
話
題
に
し
た
寸
 

顔
が
こ
ぼ
れ
て
拍
手
を
し
な
が
ら
、
 

劇
に
よ
く
笑
い
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
音
 
奏
で

る
音
楽
に
拍
子
を
取
っ
て
い
ま

楽
に
合
わ
せ
て
頭
の
体
操
や
血
液
サ
 
し

た
。
 

ラ
サ
ラ
体
操
を
し
ま
し
た
。
 

武田ソョ（太田） 

明治38年2月生まれ 

―長生きのひけつ― 

くよくよしない 

野
菜
が
格
安
 

九
月
十
八
日
、
道
の
駅

「十

三
湖
高
原
」
で
士

1
1湖
高
原
駅

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
日
、
朝
か
ら
の
雨
で
イ

ベ
ン
ト
は
一
部
中
止
に
な
っ
た
 

も
の
の
、
雨
の
晴
れ
間
を
縫
っ
て
農

産
物
、
も
や
焼
き
、
花
、
市
浦
牛
、
 

し
じ
み
貝
等
を
買
い
求
め
る
人
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

し
じ
み
貝
を
ひ
と
つ
か
み
三
百
円

で
買
う
と
し
じ
み
汁
一
杯
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
は
人
気
度
が
高
く
早
々

と
完
売
官
膏
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
し
じ
み
の
数
当
て
ク
イ
ズ
や
、
 

か
ぼ
ち
ゃ
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
も
人

気
が
集
中
し
、
優
勝
者
は
し
じ
み
貝

な
ど
十
三
湖
特
産
の
賞
品
を
手
に
し

て
得
意
気
で
し
た
。
 

市
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
能
代
市
、
 

青
森
市
な
ど
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。
 

ト
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で
園
児
に
拍手
 

'
 
'
 

ト
米
寿
を迎
え
た
長
寿
者
を表
彰

▲
手
足
を
動
か
し
血
液
サ
ラ
サ
ラ
体操
 

おいしいね！しじみ汁 

m
歳
を
迎
え
た
長
寿
者
 

％い 
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い
ま
し
た
。
 

ト
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で
園
児
に
拍手
 

'
 
'
 

ト
米
寿
を迎
え
た
長
寿
者
を表
彰

▲
手
足
を
動
か
し
血
液
サ
ラ
サ
ラ
体操
 

おいしいね！しじみ汁 

m
歳
を
迎
え
た
長
寿
者
 

％い 
山内シケ（持子沢） 

明治38年2月生まれ 

―長生きのひけつ― 

よく食べること 

祝
●
長

寿
 
五

所
川
原

市
老
人
福
祉
大

会
 

ー
豊
か
な
長

寿

社
会

へ
向
け

て
ー
 

雨
で

も
成
皿
況
 

柳
 
一
奮
十

三

湖
高

原
駅
ま

つ
り
 



が焦でなく言 

、
ど
ー
つ
も
あり
が
と
ー
つ
ご
ざい
言
し
た

ー
 

九
月
二
十
四
日
、
春
の
津
軽
三
味
線
全
日
本
金

木
大
会
に
入
賞
し
た
皆
さ
ん
の
競
演
大
会
「仁
太
坊

ま
つ
り
」
が津
軽
11
1味
線
会
館
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
開

催
し
、
見
事
な
演
奏
に
観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、津
軽
三
味
線
の
始
祖
と
言
わ

れ
る
「仁
太
坊
」
の
発祥
の
地
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
行
わ
れ
、
今
回
で
士
一
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

ろ
プ
ー
ジ
わ
き
に
仁
太
坊
ね
ぶ
た
を
展
示
し
た

会
場
で
は
、
地
元
第
一
高
校
三
味線
部
を
は
じ
め
、
 

あ
さ
ひ
（
弘前
市
）
、柴
田
三
兄
妹
が
若
さ
あ
ふ
れ

る
演
奏
を
響
か
せ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
春
の
全
日
本
金
木
大
会
で
最
高
賞
の
仁

太
坊
賞
を
受賞
し
た
西
村
しの
ぶ
さ
ん
（
長崎
県
）
と
準

優
勝
の
柴
田雅
人
さ
ん
（宮
城
県
）
も熱
演
。
最
後
は
、
 

秀
旺
会
（
長崎
県
）
のメ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
巧
み
な
技
術

や
パ
フ
ォー
マ
ン
ス
で
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
 

熱
戦
ー
・第
3
6回
学
区
対
抗
 

マ
マ
さ
ん
体
育
奏
！
 

九
月
十
八
日
、
市
民
体
育
館
、
南
小
学
校
体

育
館
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
を
会
場
に
学
区
対
抗

マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
9
小
学

区
か
ら
参
加
し
た
二
百
二
十
名
の
マ
マ
さ
ん
が

楽
し
く
汗
を
流
し
、
優
勝
に
向
け
各
種
目
を
競

い
ま
し
た
。
 

《
各
種目
の
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
》
 

◆
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
…
（
優
勝
）
五
所
川

原
小
学
区

（M
V
P
）
柴
田
圭
子
 

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

：
《（
優
勝）
三
輪
小

学
区
A
(
M
V
P
）
竹
内
貴
子
 

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

…
雨
天
の
た
め
講
習

会
へ
変
更
。
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
津
軽
野
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
佐藤
武
彦
会
長
）
H
四

万
円
（
チ
ャリ
テ
ィ
ー
歌
謡
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
益

金
）
、寄
贈
（
姿
見
を二
絵
、
梅
沢
地
区
社
協
へ
）
。
 

〇
五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会
（
斎
藤
千

恵
子
会
長
）
H
五
万
円
。
 

〇
金
木
グ
ラ
ウ
ソ
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
（
渋
川
正

義
会
長
）
H
五
万
四
千
七
百
九
十
円
（
チ
ャリ

テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
（川
村
早
紀
委
員
長
）
H
二
万
四
千
三
百
五

十
五
円
（
五
一
中
文
化
祭バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
吉
幾
三
青
森
東
日
流
会
（
坂
本
義
正
会
長
）
 

H
寄
贈
（
吉
幾三
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ケ
ッ
ト
二
百
四
枚
）
。
 

〇
五
所
川
原
朝
野
球
協
会
（成
田
光
昭
会
長
）H
 

七
万
九
千
五
百
円
（
愛
の
一
球
募
金
を
寄
付
）
。
 

一
〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋谷
敏
税
理
士
）
n
 

二
十
六
万
円（
事
務
所創
立
2
6周
年
記
念
と
し
て
）
。
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山
（
田
津
清
喜
教
主
）
H
百
万
 

円
（
大和
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
株
式
会
社
ミ
ワ
電
工
（
島
谷
昭
一
代
表
取
締

役
）
H
十

一
万
五
千
九
百
円（
チ
ャリ
テ
ィ

ー
 

ゴ
ル
フ
・
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
益
金
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
株
式
会
社
五
所
川
原
中
央
青
果
（
木村
吉
幸
代

表
取
締
役
社
長
）H
寄
贈
（メ
ロ
ン
三
十
四
個
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会

（
山内

政
代
表
）
H
訪
問
（
踊
り
披
露
）
、寄
贈
（
バ

ナ
ナ
ー
ー箱
）
。
 

〇
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
正
木
あ
き
え

代
表
）
リ訪
問
（踊
り
披
露
）
。
 

〇
大
和
山
広
田
支
部
子供
会
（
箱
田
智
美
代
表
）
 

H
寄
贈
（
とう
も
ろ
こ
し
百
五
十
本
）
。
 

〇
鶴
田
町
太
鼓
の
会

（
一
戸
裕
治代
表
）
H
訪
問
 

（
太鼓
演
奏
）
。
 

⑥
市
内
小
・
中
学
校へ
 

〇
津
軽
鉄
道
株
式
会
社
（
洋
田
長
二
郎
取
締
役

社
長
）
H
寄
贈
（
教材
ビ
デ
オ

・
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画

「
津軽
の
鉄
道
」
十
四
本
）
。
 

〇
協
同
組
合
金
木
あ
す
な
ろ
商
店
会
（
角
田
省

逸
代
表
理
事
）
H
寄
贈
（
太
宰
治
全
作
品
百
五

十
八
編
を
収
蔵
し
た
二
枚
組
c
D
を
三
十
組
、
 

図
書
館
（
も
寄
贈
）
。
 

太
宰
治
全
作
品
集
は
、
金
木
観
光
物
産
館
 

「
マ
デ
ィ
ニ
ー
」
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

市浦の児童生徒も太宰作品に親しんで欲しい」 
と話す角田代表理事（右） 
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熱
戦
ー
・第
3
6回
学
区
対
抗
 

マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
 

九
月
十
八
日
、
市
民
体
育
館
、
南
小
学
校
体

育
館
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
を
会
場
に
学
区
対
抗

マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
9
小
学

区
か
ら
参
加
し
た
二
百
二
十
名
の
マ
マ
さ
ん
が

楽
し
く
汗
を
流
し
、
優
勝
に
向
け
各
種
目
を
競

い
ま
し
た
。
 

《
各種
目
の
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
》
 

◆
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
…
（
優
勝
）
五
所
川

原
小
学
区
（M
V
P
）
柴
田
圭
子
 

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
…
（
優
勝
）
三
輪
小

学
区
A
(
M
V
P）
竹
内
貴
子
 

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
…
雨
天
の
た
め
講
習

会
へ
変
更
。
 

ー
ど
ー
つ
も
あり
が
と
ー
つ
ご
ざい
言
し
た

ー
 

,  

『これ魯艦雑，に金木だ鳴でなく曹勘就』原。 
市浦の児童生徒も太宰作品に親しんで欲しい」 
と話す角田代表理事（右） 

九
月
二
十
四
日
、
春
の
津
軽
三
味
線
全
日
本
金

木
大
会
に
入
賞
し
た
皆
さ
ん
の
競
演
大
会
「仁
太
坊

ま
つ
り
」
が津
軽
三
味
線
会
館
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
開

催
し
、
見
事
な
演
奏
に
観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、津
軽
三
味
線
の
始
祖
とml『
わ

れ
る
「仁
太
坊
」
の
発祥
の
地
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
行
わ
れ
、今
回
で
士
一
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

ろ
ア
ー
ジ
わ
き
に
仁
太
坊
ね
ぶ
た
を
展
示
し
た

会
場
で
は
、
地
元
第
一
高
校三
味
線
部
を
は
じ
め
、
 

あ
さ
ひ
（
弘前
市
）
、柴
田
三
兄
妹
が
若
さ
あ
ふ
れ

る
演
奏
を
響
か
せ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
春
の
全
日
本
金
木大
会
で
最
高
賞
の
仁

太
坊
賞
を受
賞
し
た
西
村
し
の
ぶ
さ
ん（
長
崎県
）
と準

優
勝
の
柴
田
雅
人
さ
ん
（
宮
城
県）
も
熱演
。
最
後
は
、
 

秀
旺
会
（
長
崎県
）
のメ
ン
バ
ー
も
加
わり
巧
み
な
技術

や
パ
フ
ォー
マ
ン
ス
で
観
衆
を
魅
了
しま
し
た
。
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
津
軽
野
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
武彦
会
長
）
H
四

万
円
（
チ
ャリ
テ
ィ
ー
歌
謡
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
益

金
）
、寄
贈
（
姿
見
を二
絵
、
梅
沢
地
区
社
協
へ
）
。
 

〇
五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会
（
斎
藤
千

恵
子
会
長
）
H
五
万
円
。
 

〇
金
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
（
渋
川
正

義
会
長
）
H
五
万
四
千
七
百
九
十
円
（
チ
ャリ

テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
（
川
村
早
紀
委員
長
）
H
一
一
万四
千
三
百
五

十
五
円
（
五
一
中
文化
祭
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
吉
幾
三
青
森
東
日
流
会
（
坂
本
義
正
会
長
）
 

H
寄
贈
（
吉
幾三
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ケ
ッ
ト
二
百
四
枚
）
。
 

〇
五
所
川
原
朝
野
球
協
会
（成
田
光
昭
会
長
）H
 

七
万
九
千
五
百
円
（
愛
の
一
球募
金
を
寄
付
）
。
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷
敏
税
理
士
）
n
 

一
一
十
六
万
円
（
事
務所
創
立
2
6周
年
記
念
と
して
）
。
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山

（
田
津
清
喜
教
主）
H
百
万

円
（
大和
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
株
式
会
社
ミ
ワ
電
工
（
島
谷
昭
一
代
表
取
締

役
）
H
十
一
万
五
千
九
百
円
（
チ
ャリ
テ
ィ

ー
 

ゴ
ル
フ
・
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
益
金
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
株
式
会
社
五
所
川
原
中
央
青
果
（
木村
吉
幸
代

表
取
締
役
社
長
）
【寄
贈
（メ
ロ
ン
三
十
四
個
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
（
山
内

政
代
表
）
H
訪
問
（
踊
り
披
露
）
、寄
贈
（
バ

ナ
ナ
二
箱
）
。
 

〇
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
正
木
あ
き
え

代
表
）
H
訪
問
（踊
り
披
露
「
 

〇
大
和
山
広
田
支
部
子供
会
（
箱
田
智
美
代
表
）
 

H
寄
贈
（
とう
も
ろ
こ
し
百
五
十
本
）
。
 

〇
鶴
田
町
太
鼓
の
会
（
一
戸
裕
治代
表
）
H
訪
問
 

（
太鼓
演
奏
）
。
 

⑨
市
内
小
・
中
学
校
へ
 

〇
津
軽
鉄
道
株
式
会
社

（
洋
田長
二
郎
取
締
役

社
長
）
H
寄
贈
（
教
材
ビデ
オ
・
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
津
軽
の
鉄
道
」
十
四
本
）
。
 

〇
協
同
組
合
金
木
あ
す
な
ろ
商
店
会

（角
田
省

逸
代
表
理
事
）
H
寄
贈
（
太
宰
治
全
作
品
百
五

十
八
編
を
収
蔵
し
た
二
枚
組
c
D
を
三
十
組
、
 

図
書
館
へ
も
寄
贈
）
。
 

太
宰
治
全
作
品
集
は
、
金
木
観
光
物
産
館
 

「
マ
デ
ィニ
ー
」
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
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I明1g4) 
In薦 yI, 粉餅の一競湾物りまナ 

1.施設などの「居住費」や「食費」が、介護保険の給付の対象外に 

・介護保険サービスにおいては、「居住費」※や「食費」は、保険給付の対象外となり、在宅の場合と同じ 

ように、利用者の方に負担していただくことが原則となります。 

※ショートステイの場合は「滞在費」と呼びます。 

・今回の見直しの対象となるのは、次の費用です。 

①介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設における「居住費」及び「食費」） 

②ショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養介護における「滞在費」及び「食費」 

③デイサービス（通所介護）、デイケア（通所リハビリテーション）における「食費」 

2．所得の低い方は居住費・食費の負担が低く抑えられます 

所得の低い方には負担の限度額を設定 

施設には補足給付（特定入所者介護サービス費）を支給 

・居住費や食費の具体的な水準は、利用者と施設との契約によることが原則となりますが、所得の低い方

には負担限度額を設け、施設費には平均的な費用（基準費用額）と負担限度額との差額を保険給付で補う

仕組み（補足給付）を新たに設けます。 

※施設において現に要した平均的な費用を下回る場合には、現に要した費用が基準費用額となります。 

・補足給付の対象となるのは、利用者負担第1段階から第3段階の方であり、具体的には、次のとおりです。 

所
得
の
低
い
方
 

第1段階 
・市民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者 
・生活保護受給者 

第2段階 ・市民税世帯非課税であって課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方 

第3段階 ・市民税世帯非課税であって、利用者負担段階第2段階以外の方 

第4段階 ・上記以外の方 

※本来適用すべき利用者負担段階とした場合に生活保護が必要となり、それより低い利用者負担段階であれば 

生活保護を必要としなくなる場合には、低い利用者負担段階に該当するものとし、負担軽減を行います。 

3 このほかの所得の低い方に関する施策 

①高額介護サービス費の見直し（利用者負担第2段階の方） 

・現在、保険給付の1割は利用者の方にご負担いただいていますが、1割負担の合計額が一定の上限額を 、 

超えた場合には、超えた分が申請により払い戻される仕組み（高額介護サービス費の支給）があります。 
・利用者負担段階第2段階の方については、この負担上限額の引き下げが行われます。 

現行 ー力月 24,600円 → 見直し後 ー力月 15,000 円 

※平成 17年 10月サービス利用分から高額介護サービス費の支給申請が初回のみで自動的に振込指定口 

座へ支給されるようになりました。詳しくは、高額介護サービス費支給対象者へ送付するお知らせを

ご覧ください。 

②高齢夫婦世帯等の居住費・食費の軽減（利用者負担第4段階の方） 

・利用者負担段階第 4段階の場合でも、高齢夫婦二人暮らしで一方が個室に入った場合に、在宅で生活さ

れる配偶者の収入が一定額以下となる場合などには、居住費・食費を引き下げます。対象となるには、 

要件があります。詳しくは、介護福祉課までお問い合わせ下さい。 

③旧措置入所者の負担軽減（平成 12年4月の介護保険施行前より特別養護老人ホームに入所されている方） 
・負担軽減措置により実質的に負担軽減を受けている方（施設介護サービスの利用者負担割合が 5％以下

の方）については、居住費・食費に関する見直し後もこれらの費用負担を含めた負担水準全体について、 

措置制度の時の負担水準を超えることがないよう、措置を講じます。 

また、実質的に負担軽減を受けていない方（施設介護サービスの利用者負担割合が 10％の方）については、 

一般の入所者と同様の利用者負担となりますが、所得の低い方については、一般の所得の低い方に関す

る施策により負担軽減が図られます。 

【相談・問い合わせ先 福祉部介護福祉課’公35 -2111（内線274・272)] 
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談
 

西
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ンタ
ー
 

（
保健
部
）
保健
予
防
課
 

公
（3
4)
2l
o
8
 叫（3
4)
7
51
6
 

市
民
課
か

ら
の
 

お
知
ら

せ
 

秋
の

行
政

相
談

週
間
 

1
0月
1
7日
5
2
3日
 
内
線

2
0
7
 

毎
日
の
生
活
の
中
で
行
政
（
国の
仕

事
）
に関
す
る
苦
情
や
要
望
・
意
見
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員
が

秘
密
を
守
り
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

【五
所
川
原
会
場
】
 

●

1
0月
2
0日
困
 
1
3時

5
1
6時
 

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

【
市浦
会
場
】
 

公
証
（
法
律
）
無
料
相
談
 

内
線
2
0
7
 

市
で
は
、
青
森
公
証
人
会
の
協
力
を
 

す
。
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

戸
籍
コ
ン
ピ
ュー
タ
シ
ス
テ
ム
 

全
面
稼
働
 

内
線
2
o
4
 

6
月
2
5日
よ
り
稼
働
し
て
い
た
戸

籍
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
、
9
月
 

3
0日
岡
ょ
り
全
面
稼
働
し
、
当
市
保
管

の
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
が
本
庁
、
総
合

支
所
及
び
支
所
ど
こ
の
窓
口
に
お
い
て

も
各
証
明
書
発
行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
 

農
政
課
 
内
線
3
5
4

・
3
5
5
 

地
域
産
業
の
振
興
と
市
民生
活
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を目
的
と
し
た
「
ご

し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
」
を
開
催
し
 

ま
す
。
獅
子
舞
、
福
引
き
な
ど
楽
し
み

な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
目
 

●

1
0月
2
2日
田

5
2
3日
回
 

9
時
3
0分

5
1
6時
 

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
 

※
詳
細
は
次
号
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

1
0月
1
日
交
付
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
は
郵
送
に
よ
り
更
新
い
た

し
ま
し
た
が
、
お
受
け
取
り
に
な
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
世
帯
の
保
険
証
は
、
郵
便
局
に
 

1
0月
2
日
ま
で
保
管
し
、
1
0月
3
日

に
国
保
年
金
課
、
金
木
総
合
支
所
ま
た

は
市
浦
総
合
支
所
（
返
っ
て
き
ま
す
。
 

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
世
帯
の
方

は
、
古
い
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

保
険
係
で
更
新
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

道
路
交
通
セ
ン

サ
ス
に
協
力
を
 

青
森
県
道
路
課
 

容
o
l
7
(7
3
4
)9
6
4
9
 

1
1月
ま
で
実
施す
る
道
路
交
通
セ
ン

サ
ス
は
、
道
路
の
国
勢
調
査
で
す
。
調

査
員
が
訪
問
し
た
際
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

（
調
査
実施
機
関
／
国
土

交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路

計
画
第
二
課
、青
森
県
道
路
課
）
。
 

ht
tpミ
ョ

」t
hr・
巳l
t・g
o
i
p、ro
aミc
e
n
s
u
s
、
 

解
雇
・
賃
金
・
労働
時
間
・
就
業
規

則
・
セ
ク
ハ
ラ
・
い
じめ
な
ど
、
職
場

の
問
題
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談

に
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
無
料
で
応

じ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
帰
り
や
土
曜
日

に
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
 

労
働
保
険
の
加
入
手
続

は
お
済
み
で
す
か
？
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所川
原
（
五
所川
原

公
共
職業
安
定
所
）
合
（3
4)
31
7
1
 

労
働
保
険
雇
用
保
険
と
労
川
）
保
険）
 

は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除き
、
労

働
者
を
一
人
でも
雇
用
し
て
い
る
場
合
、
 

そ
の
事
業
主
は加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
事

業
主
の
方
は
、今
す
ぐ
加
入
手
続
を
お

願
い
し
ま
す
（
手
続
を
行
わ
な
い場
合
、
 

職
権
に
よ
り
強
制
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）
。
 

⑨
税
金
の

相
談
 
●

1
0月
1
7日
囲

5
1
8日
因

税
務
課
 
内
線
4
2
6
 

1
3時

5
1
6時
 

相
続
税
・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
 

あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

（和
室
）
 

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

◆
行
政
相
談
員
 

●

1
0月
1
4日
国
 
9
時
3
0分

ー
1
5時
 

阿
部
昭
雄
 
合

（3
5)
5
6
2
4
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

演
田
健
司
 
公

（3
3)
0
3
5
1
 

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
 

櫛
引
八
千
代
 
合
（5
2)
2
85
8
 

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

三
和
孝
徳
 
容
（

6
2)
30
7
0
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭
や
職
場
で
 

得
て
公
証
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
大

の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ
 
切
な
契
約
や
遺
『1『
は
、公
正
証
書
に
し
 

ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄
の
ひ
ど
い
も
の
忘
 
て
お
く
と
安
心
で
す
。
 

れ
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●
1
0月
1
8日
因
 
1
0時

5
1
5時
 

● 1
0月
1
4日
国
・
2
5日
因
 
1
3~
1
4時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

五
所
川
原
保
健
所
 
第
一
相
談
室
 
※
定

員
8
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

月
5
金
曜
日
 

1
4時

ー
2
0時

土
曜
日
 

1
3時
5
1
8時
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法
廷
な
ど
を
公
開
しま
す
 

青
森
地
方
裁
判
所
五
所
川
原
支
部
 

庶
務
係
 

容
（
斜）
2
9
2
7
 

嗣
屍
ザ
 

第
1
回
力
ル
チ
ャ
ー
ス
 

ク
ー
ル
 
参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
 

容
（3
5)5
1
5
1
 

公
開
講
座
を
開
設
し
、再
就
職
や
ア

ル
バ
イ
ト
に
有
利
な
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
 

ド
の
技
能
を
習
得
し
た
い
方
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
丈夫
。
 

●

1
0月
1
1日
因
ー
1
2月
8
日
困
 

1
8時
3
0分

5
2
0時
3
0分
 

・

エ
ク
セ
ル
（
表計
算
）
コ
ー
ス

毎
週
火
・
木曜
日
 

・

ワ
ー
ド

（
文書
デ
ザ
イ
ン
）
コ

ー
ス

毎
週
水
曜
日
 

五
商
高
 
4
F
 第
2
情
報
処
理
室

※
両
コ
ー
ス
と
も1
2月
の
検｛
議
験
（3
 

級
）
に
対
応
し
た
内
容
で
す
。
 

◇
対
象
・
定
員
 
一
般
の
方
・
各
3
5名

◇
受
講
料
 
無
料

（た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
・
各
コ

ー
ス
1
0
o
o円
）
 

◇
締
切
り
 
1
0月
7
日
岡
ま
た
は
定
員
 

新
し
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
 

で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
 

容
（
認
）3
3
9
o
 
松
本
（夜
間
）
 

き
の
こ
展
示
会
 

［同
時
開
催
］
き
の
こ
写
真
展
 

五
所
川
原
山
酔
会

事
務
局
 

総
務
課
 
内
線
4
0
1
 

●

1
0月
1
0日
囲
・
祝
 
1
0時

5
1
6時

中
三
五
所
川
原
店
 
5
階
特
設
会
場
 

お
も
し
ろ
イ
ベ
ン
ト
て
ん
こ
も
り
ー
 

津
軽
金

山
焼

秋
の
陶

器
祭
り
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
 

客
（
四）
3
3
5
0
 

3
日
間
 
9
時

5
1
8時
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 窯
出
し
即
売
会
（4
 

基
の
窯
か
ら
約
5
0
0
0点
の
作
品

を
窯
出
し
）
、
電
動
ろ
く
ろ
体
験
、
 

陶
芸
教
室

（
所要
約
2
時
間
）
、
オ
 

ー
ク
シ
ョ
ン
、
棒
パ
ン
づ
く
り
な
ど
 

コ
 

栄
地
区
文
化
祭
 
開
催
 

栄
地
区
住
民
協
議
会
 

公
（3
5)1
9
2
6
 

●

1
0月
1
5日
田
 
9
時

、
1
7時
 

1
6日
同
 
9
時

5
1
4時
 

◇
展
示
 
園
児
の
絵
画
、
各

一
般教
室
 

弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

市
民
弓
道
教
室
（後
期
）
 

五
所
川
原
弓
道
会
 

合
・
献
（3
5)1
2
6
3
 新
岡
 

弓
道
を
体
験
す
る
こ
と
で
心
身
を
鍛

練
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
中
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
初

心
者
向
け
教
室
で
す
。
 

●

1
0月
4
日
因
5
1
1月
5
日
田
 

毎
週
火
・
木
・
土
曜日
 

旧
三
道
会
館
 
1
9時

5
2
0時
4
5分
 

※
受
講
無
料
。弓
具
は
弓
道
会
で
用
意
 

「
箔
5
回
自
治

体
 
地

域

づ

く
り

セ

II
Iナ
ー
 
開

催
 

実
行
委
員
会
事
務
局
 

客
（
糾）5
4
o
8
 市
職
労
・
神
 

青
森
県
自
治
体
問
題
研
究
所
が
呼
び

か
け
毎
年
行
わ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
、
今

年
、
当
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

●

開
会
 
1
0月
2
2日
田
 
1
3時

閉
会
 
1
0月
2
3日
同
 
1
2時

津
軽
富
士
見
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◇
内
容
 
発
表
「
持続
可
能
な
地
域
社

会
形
成
と
地
域
資
源
の
発
掘
に
つ
い
 

●

1
0月
8
日
田

、
1
0日
囲
・
祝
 

し
て
あ
り
ま
す
。
 

●

毎
週
土
曜
日
 
1
0時

5
1
2時
 

日
立
体
育
館
 

◇
対
象
 
初
心
者
大
歓
迎
。た
だ
し
、
 

マ
マ
さ
ん
に
限
り
ま
す
。
 

／
◇
会
費
 
月
1
0
o
o
円
 

の
陶
芸
・
絵
画
・
書
道
・
華
道作
品
 

て
」
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

◇
発
表
 
太
極
拳
・
新体
操

・
リ
ズ
ム
 
い

る
皆
さ
ん
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク

ダ
ン
ス
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
英会
話
 
◇
参

加
費
 
1
日
間
参
加
2
0
o
o
円

※
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
、
綿
あ
め
、
く
じ
引
 

2
日
間
参
加
3
0
0
0円
 

き
、
野
菜
等
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。
 

（宿
泊
者
は
1
0
0
00
円
追
加
）
 

ン
 

「ロ 

五
所
川
原
ウ
ォー
ク
ス
イ
ン
 

II
Iン
グ
の
会
 
会
員
募
集
 

公
（3
5)6
1
3
7
 
ハ
木
橋

合
（3
4)2
7
1
2
 平
 
川
 

水
中
で
の
運
動
は
膝
や
腰
（
の
負
担

が
少
な
く
、
楽
し
く
全
身
運
動
が
で
き

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
感
じ

る
方
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
等
が
気
に

な
る
方
、
 「
き
れい
に
や
せ
た
い
」
と

お
考
え
の
方
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ユ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
 

●

毎
週
水
曜
日
 
1
3時

ー
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
II、
ー
五
所川
原
 

※
随
時
入
会
で
き
ま
す
。
会
費
等
、
詳

細
は
お
間
い
合
せく
だ
さ
い
。
 

×
 

×
 「

旧
五
所
川

原
市
各

誉
市
民
国
 

伊
藤
正

規
画
伯
 
絵

画
寄

贈

記
念

展
（
最
終

展
示

）
 

生
涯
学
習
課
 

容
（5
3)2
1
1
1
 内
線
3
1
9
 

旧
五
所
川
原
市
の
名
誉
市
民
・
伊
藤

正
規
画
伯
絵
画
寄
贈
記
念
展
も
今
回
で

最
後
に
な
り
ま
す
。
展
示
作
品
は
2
5点
 

（
フー
フ
ンス
滞
在
中
に培
わ
れ
た
柔
ら

か
い
光
と
緑
や
青
の
色
彩
を
基
調
と
し

た
1
0
0
号
5
1
2
0号
の
大
作
1
6点
、
 

バ
ラ
と
桃
の
小
品
9
点
）
。
 

●

1
0月
2
3日
同
ま
で
 
9
時

ー
1
7時

立
候
武
多
の
館
2
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

「法
の
日
」
週
間
（1
0月
1
日
5
7
日
）
 

に
ち
な
み
、
普
段
あ
ま
り
見
る
機
会
の

な
い
裁
判
所
施
設
を
公
開
し
ま
す
。
 

●

1
0月
1
7日
囲
 
1
3時

5
1
6時
 

青
森
地
方
・
家庭
裁
判
所
五
所
川
原

支
部
 
五
所
川
原
簡
易
裁
判
所

◇
内
容
 
法
廷
・
調
停
室
等
の
一
般
公

開

（1
3時

5
1
6時
）
、
裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
の
説
明
（
1
3時
3
0分

5
1
4
 

時
1
5分
）
、
検
察
審
査
会
に
つ
い
て

の
説
明
（1
4時
1
5分

5
1
5時
1
5分
）
、
 

債
務
整
理
の
各
種
手
続
き
概
要
説
明
 

(1
5時
1
5分

5
1
5時
4
0分
）
、架
空
請

求
・
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
の
説
明
 

(1
5時
4
0分

ー
1
6時
）
 

五
所
川
原

市
社
会

福
祉
大
会
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
 

容
（
斜）
3
4
9
4
 

豊
か
な
地
域
福
祉
社
会
を
目
指
し
市

民
と
関
係
各
機
関
の
連携
を
目
的
に
、
 

大
会
式
典
並
び
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
8
日
田
 
1
3時

5
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
園
児
・
生
徒
、
 

福
祉
施
設
・
団体
等
に
よ
る
演
奏
発
 

表
、
歌
、
愉
快
な
踊
り
な
ど
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ン
 

第
1
回
力
ル
チ
ャ

ー
ス
 

ク
ー
ル
 
参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
 

容
（3
5)5
1
5
1
 

き
の
こ
展
示
会
 

［同
時
開
催
］
き
の
こ
写
真

展
 

五
所
川
原
山
酔
会

事
務
局
 

総
務
課
 
内
線
4
0
1
 

弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

市
民
弓
道
教
室
（後
期
）
 

五
所
川
原
弓
道
会
 

合
・
献
（3
5)1
2
6
3
 
新
岡
 

五
所
川
原
ウ
ォ

ー
ク
ス
イ
 

II
Iン
グ
の
会
 
会
員
募
集
 

合
（
3
5)6
1
3
7
 ハ
木
橋

合
（3
4)2
7
1
2
 平
 
川
 

容35- 211 1 所
 

役
 

市
 

原
 

最
後
に
な
り
ま
す
。
展
示
作
品
は
2
5点
 

大
会
式
典
並
び
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
 
旧
 

（
フ
ラ
ンス
滞
在
中
に
培
わ
れ
た
柔
ら
 
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参加
く
だ
さ
い
。
 月
 

か
い
光
と
緑
や
青
の
色
彩
を
基
調
と
し
 
●
1
0月
8
日
田
 
1
3時

5
 

H
 

．
一1
、
二
清
一
「
く
1
「
フ「
一
畦
プ
』“
 
‘
ー
『
 
ーぐ

 
l
J
  
一
 
年

た
1
0
0
号
5
1
2
0
号
の
大
作
1
6点
、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 
け
 

バ
ラ
と
桃
の
小
品
9
点
）
。
 

◇
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
園
児
・
生
徒
、
 
成
 

●

月
2
3日
司
ま
で
 
9
時

ー
1
7時
 
福
祉
施
設
 
団
体

等
に
よ
る
演
奏
発
 
平

立
侯
武
多
の
館
2
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 
表
、

歌
、
愉
快
な
踊
り
な
ど
 

7
 

1
0
 

嗣
屍
サ
 

公
開
講
座
を
開
設
し
、再
就
職
や
ア

ル
バ
イ
ト
に
有
利
な
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
 

ド
の
技
能
を
習
得
し
た
い
方
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
丈
夫
。
 

●

1
0月
1
1日
因
ー
1
2月
8
日
困
 

1
8時
3
0分

5
2
0時
3
0分
 

・

エ
ク
セ
ル
（
表
計算
）
コ
ー
ス

毎
週
火
・
木曜
日
 

・

ワ
ー
ド

（
文
書
デザ
イ
ン
）
コ
ー
ス

毎
週
水
曜
日
 

五
商
高
 
4
F
 第
2
情
報
処
理
室

※
両
コ

ー
ス
と
も
1
2月
の
検
定
試験
（
3
 

級
）
に
対
応
し
た
内
容
で
す
。
 

◇
対
象
・
定
員
 
一
般
の
方
・
各
3
5名

◇
受
講
料
 
無
料

（
た
だ
し
、テ
キ
ス

ト
代
・
各
コ

ー
ス
l
o
o
o円
）
 

◇
締
切
り
 
1
0月
7
日
岡
ま
た
は
定
員
 

新
し
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム

で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
 

容
（3
3)3
3
9
0
 松
本
（夜
間
）
 

●

毎
週
土
曜
日
 
1
0時

、
1
2時
 

日
立
体
育
館
 

◇
対
象
 
初
心
者
大
歓
迎
。
た
だ
し
、
 

マ
マ
さ
ん
に
限
り
ま
す
。
 

イ
◇
会
費
 
月
1
0
oo
円
 

●

1
0月
1
0日
囲
・
祝
 
1
0時

ー
1
6時

中
三
五
所
川
原
店
 
5
階
特
設
会
場
 

お
も
し
ろ
イ
ベ
ン
L
P
ん
こ
も
？
 

」
津
軽
金
山
焼
秋
の

陶
器
祭
り
 

津
軽
金
山
焼
窯
業

協
同
組
合
 

容
（
四）
3
3
5
0
 

●

1
0月
8
日
田

5
1
0日
囲
・
祝
 

3
日
間
 
9
時

5
1
8時
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 空
菖
し
即
売
会
（4
 

基
の
窯
か
ら
約
5
0
0
0
点
の
作
品

を
窯
出
し
）
、
電
動
ろ
く
ろ
体
験
、
 

陶
芸
教
室
（
所
要
約
2
時
間
）
、
オ
 

ー
ク
シ
ョ
ン
、
棒
パ
ン
づ
く
り
な
ど
 

栄
地
区
文
化
祭
 
開
催
 

栄
地
区
住
民
協
議

会
 

容
（3
5)1
9
2
6
 

弓
道
を
体
験
す
る
こ
と
で
心
身
を
鍛

練
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
中
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
初

心
者
向
け
教
室
で
す
。
 

●

1
0月
4
日
因
5
1
1月
5
日
田
 

毎
週
火
・
木
・
土
曜日
 

旧
三
道
会
館
 
1
9時

ー
2
0時
4
5分
 

※
受
講
無
料
。
弓
具
は
弓
道
会
で
用
意
 

し
て
あ
り
ま
す
。
 

第

5
回
自
治
体
・
地
域
 

づ

く
り

セ

II
Iナ
ー
 

開
催
 

実
行
委
員
会
事
務
局
 

容
（
別）
5
4
0
8
 市
職
労
・
神
 

青
森
県
自
治
体
問
題
研
究
所
が
呼
び

か
け
毎
年
行
わ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
、
今

年
、
当
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

●

開
会
 
1
0月
2
2日
田
 
1
3時

閉
会
 
1
0月
2
3日
回
 
1
2時
 

ン
 

水
中
で
の
運
動
は膝
や
腰
（
の
負
担

が
少
な
く
、
楽
し
く
全
身
運
動
が
で
き

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
感
じ

る
方
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
等
が
気
に

な
る
方
、
 「
き
れい
に
や
せ
た
い
」
と

お
考
え
e
方
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ユ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●

毎
週
水
曜
日
 
1
3時

5
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
 

※
随
時
入
会
で
き
ま
す
。
会
費
等
、
詳

細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

×
 

\
 旧

五
所
川
原

市
名
誉
市
民
 

伊
藤
正
規
画

伯
 
絵

画
寄
贈

記
念

展
（
最

終
展
示
）
 

旧
五
所
川
原
市
の
名
誉
市
民
・
伊
藤

正
規
画
伯
絵
画
寄
贈
記
念
展
も
今
回
で
 

法
廷
な
ど
を
公
開
し
ま
す
 

青
森
地
方
裁
判
所
五
所
川
原
支
部
 

庶
務
係
 

容
（
別）
2
9
2
7
 

「
法
の
日」
週
間
（m
月
1
日
5
7
日
）
 

に
ち
な
み
、
普
段
あ
ま
り
見
る
機
会
の

な
い
裁
判
所
施
設
を
公
開
し
ま
す
。
 

●

1
0月
1
7日
囲
 
1
3時

5
1
6時
 

青
森
地
方
・
家庭
裁
判
所
五
所
川
原

支
部
 
五
所
川
原
簡
易
裁
判
所

◇
内
容
 
法
廷
・
調
停
室
等
の
一
般
公

開
（
1
3時

、
1
6時
）
、
裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
の
説
明

（1
3時
3
0分

5
1
4
 

時
1
5分
）
、
検
察
審
査
会
に
つ
い
て

の
説
明
（1
4時
1
5分

5
1
5時
1
5分
）
、
 

債
務
整
理
の
各
種
手
続
き
概
要
説
明
 

(1
5時
1
5分

ー
1
5時
4
0分
）
、架
空
請

求

・
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
の説
明
 

(1
5時
4
0分

5
1
6時
）
 

五
所
川
原
市
社

会
福
祉
大
会
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
 

容
（
糾）
3
4
9
4
 

民
」競
熊
磐
「
」『
市砺
 

●

1
0月
1
5日
田
 
9
時

ー
1
7時
 

津
軽
富
士
見
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
 

1
6日
回
 
9
時

5
1
4時
 
◇
内

容
 
発
表
「
持
続可
能
な
地
域
社

◇
展
示
 
園
児
の
絵
画
、
各
一
般
教
室
 

会
形
成
と
地
域
資
源
の
発
掘
に
つ
い

の
陶
芸
・
絵
画
・
書
道

・
華
道作
品
 
て

」
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

◇
発
表
 
太
極
拳
・
新体
操
・
リ
ズ
ム
 
い

る
皆
さ
ん
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク

ダ
ン
ス
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
英
会
話
 
◇

参
加
費
 
1
日
間
参
加
2
0
0
0円

※
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
、
綿
あ
め
、
く
じ
引
 

2
日
間
参
加
3
0
0
0円
 

き
、
野
菜
等
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。
 

（宿
泊
者
は
1
0
0
0
0円
追
加
）

×
 



市立西北中央病院管理課容35-3111 内線279 公立金木病院 管理課公53-3111 内線128 

◇職種及び採用予定人員 

看護師・准看護師 5名（臨時職員） 

◇応募資格 

看護師・准看護師の免許を有する概ね40歳以下で、 

夜間勤務が可能な方 

◇採用予定月日 

随時試験を行い随時採用 

◇試験方法 

面接及び書類審査 

◇待遇 給与（月額）・・・看護師 230,000円より 

准看護師 158,000円より 

雇用期間…6カ月（以降の更新可能） 

各種保険・・・労働・社会保険適用 

一 ◇応募期限 随時（休日を除く） 
rー ※「提出書類」等、詳細については管理課庶務係へ 

お間い合わせください。 

瞬診細麗翻鋤認2 
10月から公立金木病院の眼科診療日が月曜日と金

曜日になります。詳しくはお問い合せください。 

あおもり県民力レッジ事務局 
公 O17-762-1 131 FAXO17-739-2570 

あなたも一日大学生になってみませんか。あおも 

り県民力レッジでは、生涯学習フェア2005「大学公 

開講座まつり」を開催します。 

一 ●ェルム文化センタ1 13時30分～15時 

『 

	

	・10月13日困 「江戸時代の地域づくり～今につなが 

る先人たちの足跡～」青森公立大学教授／佐々木

俊介氏・・・現代の地域の基礎につながる当時の人づ

くり・農業振興・物産開発・地域振興・財政再建

など、多彩な知恵や営みを学習。 

・10月14日圏 「生活の中の流れ」八戸工業高等専門

学校講師／沢村利洋氏…水や空気の流れを知り、 

換気・節水・騒音防止に役立てます。 

・10月15日田 「生きがいのある生活とは～生涯発達 

の視点から～」弘前大学生涯学習教育研究センタ 

ー助教授／藤田昇治氏・・・「自分らしさ」を見つめ「自 

分を豊かにすること」を学ぶ。 

◇定員 50人（先着順） 受講無料 

◇申込方法 ①希望日 ②氏名 ③電話番号を電話・ 

はがき・FAX等によりお知らせください。 

〒 030-0111 青森市荒川字藤戸119-7 

（青森県総合社会教育センター内） 

あおもり県民カレッジ事務局 

◇申込締切 10月6日困  

◇職種及び採用予定人員 

看護師・助産師5名、薬剤師1名 

◇受験資格 

昭和51年 4月 2日以降に生まれ、次のいずれかに 

該当する方 

(1）看護師・助産師・薬剤師免許証取得者 

(2）平成18年 5月末までに看護師・助産師・薬剤師 

免許証取得見込みの方 

◇採用予定月日 平成18年4月1日以降 

◇採用試験日時・場所 

11月15日因 10時30分 

市立西北中央病院 C棟2階 大会議室 

◇試験方法 

作文、面接及び書類審査 

◇受験申込期限 

10月31日囲 

※「提出書類」等、詳細に 

ついては管理課庶務係へ 

お問い合わせください。 

五所川原県土整備事務所建築指導課
公O3 (34)489 

◇募集住戸 

新宮団地（若葉三丁目）木造2L D K・・I2戸 

※申込者及び同居予定者数の合計は2人以上です。 

◇募集期問 10月3日（月）-11日因 

◇その他 入居基準があり、家賃は所得金額に応じ 

て決定します。 

◇家 賃 18,500-30,600円程度 

※駐車場は 1住戸につき 1台のみ。駐車料金は家賃 

と別途徴収します。 

「都市再生街区基本調査」に伴う 
現地調査を実施します 

独立行政法人都市再生機構東日本支社
都市再生企画部 公03-5323-2489 

国土交通省が行なう「都市再生街区基本調査」に 

伴い、現地調査を実施します。 

◇期間 10月～平成18年3月末 

◇対象区域 市内DID（人口集中地区）区域 

◇内容 公共基準点及び官民境界杭などの状況調査 

※作業員は、国土交通省が発行する身分証明書を携

帯しています。 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 17年 10月 1日 8 

大会議室 

「都市再生街区基本調査」に伴う
現地調査を実施します 

五所川原県土整備事務所建築指導課
容03(34)489 

◇募集住戸 

新宮団地（若葉三丁目）木造2L D K・・・ 2戸 

※申込者及び同居予定者数の合計は2人以上です。 

◇募集期間 10月3日（月）-11日因 

◇その他 入居基準があり、家賃は所得金額に応じ 

て決定します。 

◇家 賃 18,500-30,600円程度 

※駐車場は 1住戸につき 1台のみ。駐車料金は家賃 

と別途徴収します。 

独立行政法人都市再生機構東日本支社
都市再生企画部 容03-5323-2489 

国土交通省が行なう「都市再生街区基本調査」に 

伴い、現地調査を実施します。 

◇期間 10月～平成18年3月末 

◇対象区域 市内DID（人口集中地区）区域 

◇内容 公共基準点及び官民境界杭などの状況調査 

※作業員は、国土交通省が発行する身分証明書を携

帯しています。 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 17年 10月 1日 8 

公立金木病院 管理課容53-3111 内線128 

畷職翻熱変わ‘勝しだ 
10月から公立金木病院の眼科診療日が月曜日と金

曜日になります。詳しくはお問い合せください。  

市立西北中央病院 管理課公35-3111 内線279 

◇職種及び採用予定人員 

看護師・助産師5名、薬剤師1名 

◇受験資格 

昭和51年 4月 2日以降に生まれ、次のいずれかに 

該当する方 

(1）看護師・助産師・薬剤師免許証取得者 

(2）平成18年 5月末までに看護師・助産師 薬剤師 

免許証取得見込みの方 

◇採用予定月日 平成18年4月1日以降 

◇採用試験日時・場所 

11月15日因 10時30分 

市立西北中央病院 C棟2階 大会議室 

◇試験方法 

作文、面接及び書類審査 

◇受験申込期限 

10月31日囲 

※「提出書類」等、詳細に 

ついては管理課庶務係へ 

お問い合わせください。 

◇職種及び採用予定人員 

看護師・准看護師 5名（臨時職員） 

◇応募資格 

看護師・准看護師の免許を有する概ね40歳以下で、 

夜間勤務が可能な方 

◇採用予定月日 

随時試験を行い随時採用 

◇試験方法 

面接及び書類審査 

◇待遇 給与（月額）・・・看護師 230, 00(）円より 

准看護師 158,000円より 

雇用期間…6カ月（以降の更新可能） 

各種保険・・・労働・社会保険適用 

一 ◇応募期限 随時（休日を除く） 
rー ※「提出書類」等、詳細については管理課庶務係へ 

お問い合わせください。 

大会議室 

犬学公開講座彦つ引 
／二多主重所III圃 

あおもり県民力レッジ事務局 
合 O17-762-1 131 FAXQ17-739-2570 

あなたも一日大学生になってみませんか。あおも 

り県民力レッジでは、生涯学習フエア2005「大学公 

開講座まつり」を開催します。 

一 ●ェルム文化センタ1 13時30分～15時 

て 	・10月13日困 ~江戸時代の地域づくり～今につなが

る先人たちの足跡～」青森公立大学教授／佐々木

俊介氏・・ー現代の地域の基礎につながる当時の人づ

くり・農業振興・物産開発・地域振興・財政再建

など、多彩な知恵や営みを学習。 

・10月14日岡 「生活の中の流れ」八戸工業高等専門

学校講師／沢村利洋氏…水や空気の流れを知り、 

換気・節水・騒音防止に役立てます。 

・10月15日田 「生きがいのある生活とは～生涯発達 

の視点から～」弘前大学生涯学習教育研究センタ 

ー助教授／藤田昇治氏・・・「自分らしさ」を見つめ「自 

分を豊かにすること」を学ぶ。 

◇定員 50人（先着順） 受講無料 

◇申込方法 ①希望日 ②氏名 ③電話番号を電話・ 

はがき・FAX等によりお知らせください。 

〒  030-0111 青森市荒川字藤戸119-7 

（青森県総合社会教育センター内） 

あおもり県民カレッジ事務局 

◇申込締切 10月6日困 
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木製や布製などの可燃性のう
適正処理が困難なもの（ソ
危険物及びその容器等（ド、 
家屋の改築や補修に伴うも（ 
家電リサイクル法に定めらニ
パソコンリサイクル法に定i 
その他（バイク及び自動車l 

阻大ごみ（木製テーブル・木製イス・タ
ファー・スプリング付きマットレス・ピ
ラム缶・ホームタンク（室外用）・ポリう
刀（浴槽・ふろ釜／ボイラー・流し台・
れている品目（エアコン・テレビ・冷蔵
められている品目（ノートブッグパソコ、 
等の部品・農機具／農業用資材・タイヤ 

ンス・じゆうたん・ふとん・たたみ等） 
アノ・エレクトーン・スピーカー等） 
プンク・ガスボンベ・オイル缶・消火器等） 
建築廃材・ブロック・多量のトタン等） 
庫・冷凍庫・洗濯機） 
ン、デスクトップパソコン本体、ディスプレイ） 
・リヤカー等） 

処理施設への直接搬入について , 
' 

市町村合併に伴う半成 17年度のごみ収集については、旧市町村の収集体制に基づき実施することとなってお 

ります。これに従い旧五所川原地域の秋の粗大ごみ収集を次のとおり実施します。 

◆出し方】1世帯につき 3品目まで。粗大ごみには必ず名札をつけ、収集日の朝8時までに出してください。 

◆申込先：各町内会の申込期限を確認のうえ、各町内会長または班長へ申込みください。 

◆環境対策課窓口申込締切日】10月 14 日圏 

〔各町内会長への申込の締切りはこれ以前となりますのでご注意下さい。〕 

収集月日 地 	区 ・ 	町 	内 	会 名 

10 月 18日（火） 中川地区 三好地区 

10月 20日（木） 
小曲・沼田・若葉第一・若葉第二・若葉市営住宅・若葉県営・西若葉・若葉苑・蘇鉄・新宮・新宮町・
ニュータウン新宮・末広町・芭蕉 

10月 21日（金） 
寺町・岩木町・川端町・錦町‘幾島町・敷島町・平井町・上平井町・中平井町‘下平井町・柏原町・
東雲町・旭町・東町・大町・本町・元町・第一柳町‘第二柳町・成田町 

10月巧日（火） 
松島町1-8丁目・十川町・青葉町・唐笠柳・水野尾・漆川・太刀打・桃崎・尻無・一野坪・石畑・前落・
中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳・東松島 

10月刀日（木） 
平和町・日の出町・不魚住・千鳥・八重菊・はるにれ町‘湊団地・下り枝・湊・姥落‘第一船橋・
猫測・菖蒲・三ッ谷・マイタウン船橋 

10月 28日（金） みどり町1 -8丁目・雇用促進住宅・梅田・中泉 

11月 1 日（火） 
稲実・稲実団地・柳沼・米崎・広田・藤浦団地・みなみ広田・広平・七ッ館・虫流・光ケ丘・
ひがし光ケ丘・石岡・吹畑・田園町 

11月 3 日（木） 一ッ谷・一ッ谷団地‘雛田・さっき町・烏森・鎌谷町・布屋町・弥生町・新町・田町・栄町 

11月 4 日（金） 飯詰地区 毘沙門・長富地区 

11月 8 日（火） 長橋地区 七和地区 

収集できる品目（金属、プラスチック製等のもので次に挙げるようなもの） 

用灯油タンク（スチール製）・バッテリー・ストーブ等。 
※ストーブは必ず灯油と電池を抜いて出してください。 

スチール製テーブル及びイス・スノーダンプ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデッキ・掃除機・自転車・ガステーブ
ル・スキー・物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・えんとっ・米びっ・トタン（日曜大工で出る程度のもの）・室内 

※市で処理できないごみについては、一般廃棄物収集運搬業者又は販売店に依頼し、適正処理してください。 

新市のこみ収集については、新たな収集体制の検討を行っておりますが、通常の収集に出せない I 多量のこみ」 

や「大型ごみ」等については個別にごみ処理施設に直接搬入するか、収集運搬許可業者に処分を委託し処分す

ることとなっております。 

直接搬入の際、処分するものが当該施設で処理可能かどうか不明確な場合は、事前に環境対策課または各施
設受付窓口までお問い合わせのうえ施設に搬入して下さい。 

施設名 搬入日・時間 処分手数料 受付窓口 

燃やせる 
ごみ 

西部クリ一ンセンター 月～土 	8:30~16:30 10kg毎に 50円 
センター窓口 
容 46-2141 

燃やせない
ごみ 

市浦一般廃棄物最終処分場 新処分場建設目 巨にっき一般の搬入はできません。 

野里ー般廃棄物最終処分場 月・水・土 	9:00~ 16:00 

100kg毎に 200円 

処分場窓口 
合 29-3377 

金木一般廃棄物最終処分場 
木曜日及び第4日曜日 
4/1 - 	11/30 9:O0- 16:15 
11/1~ 3/31 9:OO-15:30 

環境対策課 
【電話で事前申込み】 

合 35-2111（内線233) 
※金木ー般廃棄物最終処分場への搬入については、事前（当日可）に環境対策課へ電話して頂く事により窓

口手続きを済ませる事ができるため、これまでの許可書は必要ありません。 

お問い合わせ 環境対策課 内線 233・234 

9 平成 17年 10月 1日 五所川原市役所 公35- 2111 
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市町村合併に伴う平成 17年度のごみ収集については、旧市町村の収集体制に基づき実施することとなってお 

ます。これに従い旧五所川原地域の秋の粗大ごみ収集を次のとおり実施します。 

◆出し方 1世帯につき 3品目まで。粗大ごみには必ず名札をつけ、収集日の朝8時までに出してください。 

◆申込先 各町内会の申込期限を確認のうえ、各町内会長または班長へ申込みください。 

◆環境対策課窓口申込締切日】10 月 14 日岡 

〔各町内会長への申込の締切りはこれ以前となりますのでご注意下さい。〕 

収集月日 地 	区 ・ 	町 	内 	会 	名 

10月 18 日（火） 中川地区 三好地区 

10月 20日（木） 
小曲・沼田・若葉第一・若葉第二・若葉市営住宅・若葉県営・西若葉・若葉苑・蘇鉄・新宮・新宮町・
ニュータウン新宮・末広町・芭蕉 

10月 21日（金） 
寺町・岩木町・川端町・錦町‘幾島町・敷島町・平井町・上平井町・中平井町・下平井町・柏原町・
東雲町・旭町・東町・大町・本町・元町・第一柳町・第二柳町・成田町 

10月巧日（火） 
松島町1~8丁目・十川町・青葉町・唐笠柳・水野尾・漆川・太刀打・桃崎・尻無・一野坪・石畑・前庖・
中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳・東松島 

10月刀日（木） 
猫測・菖蒲・三ッ谷・マイタウン船橋 
平和町・日の出町・不魚住・千鳥・八重菊・はるにれ町・湊団地・下り枝・湊・姥落・第一船橋・ 

10月28日（金） みどり町1 -8丁目・雇用促進住宅・梅田・中泉 

11月 1 日（火） 
稲実・稲実団地・柳沼・米崎・広田・藤浦団地・みなみ広田・広平・七ッ館・虫流・光ケ丘・
ひがし光ケ丘・石岡・吹畑・田園町 

11月 3 日（木） 一ッ谷・一ッ谷団地・雛田・さっき町・鳥森・鎌谷町・布屋町・弥生町・新町・田町・栄町 

11月 4 日（金） 飯詰地区 毘沙門・長富地区 

11月 8 日（火） 長橋地区 七和地区 

収集でき る品目（金属、プラスチック製等のもので次に挙げるようなもの） 

  

スチール製テーブル及びイス・スノーダンプ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデ
ル‘スキー・物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・えんとつ・米びつ・トタン（ 
用灯油タンク（スチール製）・バッテリー・ストーブ等。 

※ストーブは必ず灯油と電池を抜いて出してください。 

’キ・掃除機・自転車・ガステーブ
ョ曜大工で出る程度のもの）・室内 

  

収集できない品目 

木製や布製などの可燃性の 粗大ごみ（木 製テーブル・木製イス・タ ンス・じゆうたん・ふとん・たたみ等） 
適正処理が困難なもの（ソ ファー・スプ ’リング付きマットレス・ピ アノ・エレクトーン・スピーカー等） 
危険物及びその容器等（ド ラム缶・ホー ムタンク（室外用）・ポリづ ンンク・ガスボンベ・オイル缶・消火器等） 
家屋の改築や補修に伴うも の（浴槽・ふ ろ釜／ボイラー・流し台・ 建築廃材・ブロック・多量のトタン等） 
家電リサイクル法に定めら れている品目 （エアコン・テレビ・冷蔵 庫・冷凍庫・洗濯機） 
パソコンリサイクル法に定 められている 品目（ノートブッグパソコ ツ、デスクトップパソコン本体、ディスプレイ） 
その他（バイク及び自動車 等の部品・農 機具／農業用資材・タイヤ ・リャカー等） 

※市で処理できないごみについては、ー般廃棄物収集運搬業者又は販売店に依頼し、適正処理してください。 

 

処理施設への直接搬入について こみ 

 

新市のこみ収集については、新たな収集体制の検”」を行っておりますが、通常の収集に出せない 多量のこみ」 

や「大型ごみ」等については個別にごみ処理施設に直接搬入するか、収集運搬許可業者に処分を委託し処分す

ることとなっております。 

直接搬入の際、処分するものが当該施設で処理可能かどうか不明確な場合は、事前に環境対策課または各施
設受付窓口までお問い合わせのうえ施設に搬入して下さい。 

施設名 搬入日・時間 処分手数料 受付窓口 

燃やせる 
ごみ 

西部クリ一ンセンタ― 月～土 	8:30~16:30 10kg毎に 50円 
センタ一窓口 
合 46-21 41 

燃やせない
ごみ 

市浦ー般廃棄物最終処分場 新処分場建設目 ~にっき一般の搬入はできません。 

野里一般廃棄物最終処分場 月・水・土 	9:00 - 	16:00 

100kg毎に 200円 

処分場窓口 
容 29-3377 

金木一般廃棄物最終処分場 
木曜日及び第4日曜日 
4/1 - 	11/30 9:00- 16:15 
11/1 ----3/31 9:O0-15:30 

環境対策課 
【電話で事前申込み】 

公 35-211l（内線233) 

※金木一般廃棄物最終処分場への搬入については、事前（当日可）に環境対策課へ電話して頂く事により窓

口手続きを済ませる事ができるため、これまでの許可書は必要ありません。 

お問い合わせ 環境対策課 内線233・234 

9 平成 17年 10月 1日 五所川原市役所 公35- 2111 
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青森県立五所川原農林高等学校
芸術教室「中国四川省伝統芸能」 金 

五所川原少年少女合唱団
第 12 回定期演奏会 土 

青森県立五所川原高等学校 
平成 17 年度情操教育（芸術鑑賞） 火 

日 菅原洋一＆北原ミレイコン七 ート 

映画上映 
チャーリーとチョコレート工場 日 

子育ては地域のみんなの手乙三！ 

五所川原市 × 
、フアミリーサボートセンタでノ

活動紹介 

開館時間 10 月の休館日 

五所川原市立圏書館 9 時 30 分～ 18 時 
（土・日は 17 時まで） 

毎週月曜日 
11日因・20日困 合34 一 4334 

伊藤忠吉記念図書館
容 53 -3049 9 時 30 分～ 17 時 

毎週月曜日 
11日因・20日困 

市 浦 分 館
合62 一2111 9 時 30 分～ 17 時 

毎週土・日曜日 
10日（月）・ 20日困 

10 月のおはなし会 テーマは「山」 

◇日 時 10 月 15 日（士） 13 時 30 分～ 14 時 30 分 

◇場 所 五所川原市立図書館 

公民飼が5⑩ご豪『亙リ 
中央公民館 公35-6O56 

⑨家族で映画を楽しむ会 ～10月 

アニメの古典文学「竹取物語」日本昔話から「八つ化 

け頭巾」「クラゲの骨なし」他をお楽しみください。 

◇日 時 10月22日団 10時～11時30分（無料） 

⑥みんなのギャラリー展示紹介 

・開米武彦短行詩 

・若葉いきいきサロン・リサイクル展 

・ボランティアほほえみ作品展 

10月18日因～28日圏 2 階ギャラリー（無料） 

金木公民館 容53-3581 篇三 

⑨太宰を語る月例会 

◇日 時 10月19日困 19時～ 

◇場 所 金木公民館（住民室） 

1． 「太宰作品朗読鑑賞①」 

・作品「黄金風景」 

・作品朗読ボランテイア「お話サークルすずめっこ」 

2，太宰治「津軽」と深浦町 

・なぜ深浦町へ 

「深浦町」記述の解釈と鑑賞 

3. 二枚目「大原女」絵はがき発見 

⑥「三味線教室」生徒募集中 

◇日 時 毎週木曜日（月 3 回）18時30分～20時30分 

◇会 場 金木公民館（住民室） 

◇講 師 まんじ流家元 工藤まんじ氏 

◇会 費 月2,000円 

三味線のない方、貸し三味線（有料）あります。 

一日体験・三味線に興味のある方おいでください。 

＠「弘前大学フィルハーモ二ー管弦楽団」公開練習 

◇日 時 10月 8 日岡 13時～21時30分 

10月 9 日田 9時～21時30分 

10月10日同 9時～15時 

◇場 所 金木公民館（大ホール） 

見学ができます。興味のある方おいでください。 

,
 

左から依頼会員の佐藤祐子さん、提供会員の小山てるさん、 
佐藤爽野（そうや）くん 4才。 

一 	急な病気で保育園を休む事になった爽野くん。今日は 

r 提供会員の小山さん宅でお世話になります。快く引き受

けてくれた小山さんは、おもちゃを準備して待っていて

くれました。 

地域のあたたかい支援を肌で感じる事ができるのがフ

ァミリー・サポート・センターの良さです。まずは会員 

登録を！！ 	 随時会員募集 公35-8953 
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五所川原第一中学校 合唱コンクール 

第 48 回五所川原市社会福祉大会 

【新五所川原市誕生記念公演】 
宝塚歌劇星組全国ツアー公演 

「ベルサイユのばら」「ソウル・オブ・シバ l」 

第 41回青森県小中学校教頭会研究大会 

第 41回五所川原第一中学校
合唱部・吹奏楽部定期演奏会 

催 	物 

月の催物案内 ふるさと交流圏民セソヲー容33一2個1 

開演 入場料 日 曜日 催 開演 入場料 

13 : 00 関係者 

小 

ホ 

~ 

ノレ 

1 土 
ト オ ヤマハ音楽教室 発表会 発表会 

10 :30 
無 料 

18 : 00 前売・当日 
5,300 円 2 日 10: (J(J 

14 : 00 関係者 
16 日 第 12 回ピアノ・エレクトーンコンサート 9 : 30 無 料 

21 金 平成 17 年度自動車検査員研修 13: 30 関係者 
12 : 25 無 料 

22 土 憲法講演会 18: 30 無 料 () 10 :4() 
②13 】の 

大人 999 円
小人 900 円 23 日 日本舞踊 綾扇会発表会 12 : 00 無 料 

①14:10 
②18:IXJ ☆☆☆ 

29 土 青森県産婦人科学会市民公開講座 14 : 30 無 料 

30 日 原田初美＆塚本悦子ピアノ教室発表会 13 : 30 無 料 

18 : 00 無 料 ※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 
☆☆☆「宝塚歌劇星組全国ツアー公演」についてチケットは全席 

完売いたしました。 

されますので、自家用車でのご来館は極力ご遠慮くださるようお 

願い申しあげます。 

なお、当日は昼夜2回公演のため、入替時駐車場の混雑が予想 

公35- 2111 	平成 17年 10月 1日 10 五所川原市役所 

13 : 40 関係者 

13 : 00 関係者 

14 : 00 無 料 

22 

25 

大 

ノレ 
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青森県立五所川原農林高等学校
芸術教室「中国四川省伝統芸能」 金 

五所川原少年少女合唱団
第 12 回定期演奏会 土 

青森県立五所川原高等学校 
平成 17 年度情操教育（芸術鑑賞） 火 

日 菅原洋一＆北原ミレイコン七 ート 

映画上映 
チャーリーとチョコレート工場 日 

子育ては地域のみんなの手乙三！ 

五所川原市 × 
、フアミリーサボートセンタでノ

活動紹介 

開館時間 10 月の休館日 

五所川原市立圏書館 9 時 30 分～ 18 時 
（土・日は 17 時まで） 

毎週月曜日 
11日因・20日困 合34 一 4334 

伊藤忠吉記念図書館
容 53 -3049 9 時 30 分～ 17 時 

毎週月曜日 
11日因・20日困 

市 浦 分 館
合62 一2111 9 時 30 分～ 17 時 

毎週土・日曜日 
10日（月）・ 20日困 

10 月のおはなし会 テーマは「山」 

◇日 時 10 月 15 日（士） 13 時 30 分～ 14 時 30 分 

◇場 所 五所川原市立図書館 

公民飼が5⑩ご豪『亙リ 
中央公民館 公35-6O56 

⑨家族で映画を楽しむ会 ～10月 

アニメの古典文学「竹取物語」日本昔話から「八つ化 
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金木公民館 容53-3581 篇三 

⑨太宰を語る月例会 
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左から依頼会員の佐藤祐子さん、提供会員の小山てるさん、 
佐藤爽野（そうや）くん 4才。 

一 	急な病気で保育園を休む事になった爽野くん。今日は 

r 提供会員の小山さん宅でお世話になります。快く引き受

けてくれた小山さんは、おもちゃを準備して待っていて

くれました。 

地域のあたたかい支援を肌で感じる事ができるのがフ

ァミリー・サポート・センターの良さです。まずは会員 

登録を！！ 	 随時会員募集 公35-8953 
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五所川原第一中学校 合唱コンクール 

第 48 回五所川原市社会福祉大会 

【新五所川原市誕生記念公演】 
宝塚歌劇星組全国ツアー公演 

「ベルサイユのばら」「ソウル・オブ・シバ l」 

第 41回青森県小中学校教頭会研究大会 

第 41回五所川原第一中学校
合唱部・吹奏楽部定期演奏会 

催 	物 

月の催物案内 ふるさと交流圏民セソヲー容33一2個1 

開演 入場料 日 曜日 催 開演 入場料 
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1 土 
ト オ ヤマハ音楽教室 発表会 発表会 

10 :30 
無 料 

18 : 00 前売・当日 
5,300 円 2 日 10: (J(J 

14 : 00 関係者 
16 日 第 12 回ピアノ・エレクトーンコンサート 9 : 30 無 料 

21 金 平成 17 年度自動車検査員研修 13: 30 関係者 
12 : 25 無 料 

22 土 憲法講演会 18: 30 無 料 () 10 :4() 
②13 】の 

大人 999 円
小人 900 円 23 日 日本舞踊 綾扇会発表会 12 : 00 無 料 

①14:10 
②18:IXJ ☆☆☆ 

29 土 青森県産婦人科学会市民公開講座 14 : 30 無 料 

30 日 原田初美＆塚本悦子ピアノ教室発表会 13 : 30 無 料 

18 : 00 無 料 ※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 
☆☆☆「宝塚歌劇星組全国ツアー公演」についてチケットは全席 

完売いたしました。 

されますので、自家用車でのご来館は極力ご遠慮くださるようお 

願い申しあげます。 

なお、当日は昼夜2回公演のため、入替時駐車場の混雑が予想 
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五所川原警察署 
B 35-2 141 

金木警察署 
容 53-21 17 

⑥1O月上旬に、総務大臣から任命された国勢調査員が、 

皆さんのお宅へ調査票を受け取りにうかがいます。 

⑥統計法に基づいて行われる国勢調査は、日本に住

んでいるすべての人が対象であり、回答が義務づ

けられています。 

⑥国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘

義務があり、調査内容の秘密は保護されます。 

＠国勢調査の結果は、少子高齢社会への取組や皆さ

んのまちづくりにいかされます。 

※調査票が届いていないときは、国勢調査実施本部へご連絡く

ださい。黒鉛筆で所定の事項に正しく記入してください。 

ノ／ 国勢調査と称して世帯の家 、、 
／ 族構成や会社の従業員の氏名などを ＼
電話で照会したり、直接訪問する「かたり調査」 
にご注意ください。不審な電話等には即答せず、 
・相手の名前や電話番号などを聞き、国勢調査ン／ 

＼ミ讐本部までご連絡くだシ／ 

i迦雇回ョ」り 

 

平成17年10月 1日（土） 

 

全国地域安全運動騒参加lレよう 
10月11日（火）-20日（木）の10日間 

全国地域安全運動は、地域住民、自治体、民間ボ 

ランティア等と警察が協力し、安心して暮らせる美 

しい地域社会の実現を目指し実施されるものです。 

県民の皆さんは次のことを心がけ、犯罪の被害に 

遭わないようお願いします。 

《運動の重点》 

①住宅を対象とする侵入犯罪の防止 

・防犯性能の高い錠を活用する。 

・補助錠を付けるなどワンドア・ツーロックに。 

・窓ガラスを防犯合わせガラスにしたり、防犯フ

ィルムを貼ったりする。 

・センサーライトや振動に反応する防犯アラーム 

等の“光や音を出す防犯グッズ”を活用する。 

②自転車盗の防止 

・自転車の防犯登録をする。ツーロックする。 

・チェーン用バーラック、サイクルラックを活用。 

③車上ねらいの防止 

・窓は完全に閉め、キーを抜き、 ドアロックする。 

・車内に貴重品やバッグ等を置きっぱなしにしない。 

・自宅の駐車場にセンサーライトを付けたり、警

報装置やイモビライザ等を活用する。 

' 

  

五所川原地区 健康推進課 	雪 35-2111（内線 223・ 224・225) 
金木地区 保健センター金木月53-2111 （内線 154・155156) 
市浦地区 保健センター市浦月27-7733 

健康推進課からのお知らせ 

 

  

結核の予防接種 

BCG接種を受けましょう 

今年 4月から結核予防法の一部が改正され「定期

予防接種の対象者は生後6カ月までとし、ツベリク

リン反応を行なうことなくBCG接種を行なう」な

どの内容になりました。生後 6カ月を越える乳幼児

はBCGの対象外となり、接種する場合は任意接種（自

費接種）となります。 

生後 3カ月から 6カ月未満までが対象になります

ので、接種時期を逃がさないようにご注意ください。 

年1回は 結核健診を受けましよう 
◇対象 65歳以上の市民（注】今年から対象年齢が 

変わりました）。ただし、市民総合健診で肺がん 

検診をすでに受診した方、受診予定の方を除く。 

◇実施方法 胸部レントゲン撮影 〈無料〉 

希望される方は、直接実施場所にお越しください。 

健診日 実 施 場 所 実 施 時 間 

藻川コミュ二テイ消防センター前 9:3O- 	9:45 
小曲農村婦人の家 10:00- 10:10 

10 月24日

用） 
中 央 公 民 館 10:25-- 10:40 

松 	島 	会 	“館 10:50-11 :05 

コミュ二テイセンタ一飯詰前 ii: 20 - ii: 35 

11 平成 17年 10月 1日 五所川原市役所 容35- 2111 

「介護者のつどい」参加者募集 

市では、自宅で介護している方を対象に、ゆっく

り歩き、心のゆとりと生きる気力をつくる健康法「ウ

ォーキングメディテーション」 を行います。 

◇10月11日因 10時～14時 〈参加無料〉 

保健センター五所川原、発珠山系馬ノ神山ウォー 

キングメディテーションコース他（保健センター 

五所川原に10時までに集合後、会場へ送迎します）。 

◇申込方法 10月7日岡までに電話申込み 

＊参加にあたっての家族介護をサポートしますので 

ご相談ください（介護する方のお世話について等）。 

マイハッピー事業（高齢者健康調査） 

へのご協力をお願いします 

調査は、旧五所川原市内にお住まいの65歳、70歳、 

75歳、80歳（年度内に達する）の方を対象に、心身

の健康状態や日常生活の状況などを調査し、高齢者

の健康づくり、介護予防に役立てていくものです。 

また、ご回答いただいた方にはコンピューターで分

析した調査結果を送付いたします。健やかな生活を

送るため、ぜひ、ご活用ください。 

調査票は、各町内会の保健協力員が、対象となる

方へ10月7日以降にお届けし、回収する予定ですので

ご協力をお願いします。 

' 
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加健簾発苫ヒ 健康だより ず 
ザ叱 一（

 

A撫 

1 人分 461 kcal 塩分 1 .5g 

■材料（4人分） 

豚もも薄切り‘・・1 20g 	むきえび・・・大 12尾 
うずら卵水煮・・・8個 	チンゲン菜 	2株 

にんじん 	1/4本 	たけのこ水煮…60g 
ねぎ 	1/2本 	乾燥きくらげ…2g 

a3しょうが汁・酒・・・各大さじ 1 
Iスープ 	カップ 2 	中華調味料 	適宜 

bl砂糖 	小さじ 1 	しょう油…大さじ 2 
l片栗粉 	大さじ 1 
ごま油 	大さじ 1 
ご飯 	800g（井に軽く 4杯） 

■作り方 
①肉は 1 口大に切り、1/3量の a をふっておく。 

むきえびも同様にする。 
②チンゲン菜はそぎ切りにし、残りの野菜は斜め 

切りにする。きくらげはもどす。 
③ごま油を熱し、①を妙め、②を入れてさらに妙 

める。 b と残りの a を加えて調味する。 
④器にご飯を盛り③をかける。 

野菜に多く含まれるビタミン・ミネラルは、 
からだの生理機能を調節して代謝を円滑にする
役目があり、病気への抵抗力も高めます。ゆで

る・妙めるなどの調理をしてかさを減らし、充
分に食べましょう。 

おやと子の料理教室 参加者募集！ 

親子で一緒に楽しく作っておいしく食べる教室です。 

☆金木地区 

◇ 10 月 15 日田 9 時 30 分～ 14 時頃 

金木公民館 〈参加無料〉 

◇対象・・・小学生とその保護者 

（子どもだけの参加も大歓迎） 

◇持参する物・・・ェプロン、三角巾、おしぼり 

調理室での履物（大人サイズのスリッパは有） 

◇申込先・‘・保健センター金木 

◇申込期限…10 月 5 日困まで 

料理紹介 

傍 五所川原地区 健康推進課 	雪35-2111（内線223・224・225) 

金木地区 保健センター金木 T 53-2111（内線154・155 醐） 

市浦地区 保健センター市浦 T27-7733 

健 康 相 談 

H あなたも 

作ってみませんか 

テーマ】元気で長生きをするために

食生活を見直しましょう① 

五所川原市食生活改善推進員会 

〔 広東風中華井 〕 
病気の相談、心の相談、血圧測定、健診結果など保

健師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持

参ください。 

地区 開 	催 	場 	所 開催日程 開催時間 

五
 
所
 川
 
原
 

森 	の 	家 
10 月11日閃 

10: 00~ 12: 00 
中 崎 集 会 所 10: 30~ 12: 00 
保健センタ一五所川原 10 月12日因 10:00--12:00 
富士見コミュ二テイセンター 

10 月13日因 
10: 3O- 12:00 

新 宮 集 会 所 13: 00- 	15: 00 
金
木
 

更生研修センタ― 10 月 4 日関 10: 00- 11:00 

市
 
浦
 

桂 川 集 会 所 10 月 27日困 10: 00- 11:00 
太 田 公 民 館 

10 月28日圏 
10: 00'- 11: 00 

保健センタ一市浦（ピンコロ館、 13:30-14:30 

みんなの健康教室 
◇日 時・一・10 月 28 日」り 13 時～ 14 時 

◇場 所…保健センター五所川原 3 階ホール 

◇テーマ・‘・気管支瑞息の診断と治療 

◇講 師・・・中村謙弥先生（中村内科医院） 

◇主 催・・・北五医師会‘五所川原市民保健協議会 

乳 幼 児 健 診 
☆金木地区 

◆場 所】保健センター金木 2 階 

◆受付時間】12 時 50 分～ 13 時 

(7・10 カ月児健診】13 時～ 13 時 10 分） 

◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 

． ◆主な内容 乳児健診 身体計測、小児科医診察、発 
達相談、保健師による保健指導、離乳食教室（ 4 カ 

月児対象】健診終了後 14 時～) 

対 	象 	児 期 	日 

4 力月児健診 
平成 17年 5 月 30
平成 17年 6 月27 

日～ 
日生 

10 月27 日（木） 7 力月児健診 
平成 17年 3 月 1
平成 17年 3 月 27 

日～ 
日生 

10力月児健診 
平成 16年 11月 30
平成 16年 12月 27 

日～ 
日生 

※詳細については、各地区乳幼児健診の年間予定表をご覧ください。 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

伯月 2 日 日 江渡内科医院 旭町 7 34 - 3000 
10月 9日 日 っしまクリ二ック 下り枝 2-1 38 - 3456 
10月10日 月 中村整形外科医院 ーッ谷 508-12 34-0123 
10月16日 口

ロ
 

安斎レデイスクリ二ック -vッ谷 536-18 33 一 1103 
※ 1, 対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 

2. その他、消防署（救急病院紹介合34-4999) でも紹介します。 

三 

じじ古紙配合率 100％ 	 五所川原市役所 公35- 211 1 平成 17年 10月 1日 12 
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